
戦
後
、
日
本
の
経
済
、
産
業
、

文
化
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
と
言

え
る
団
塊
の
世
代
は
、
第
一
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
期
に
生
ま

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
本

の
成
長
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
世
代
が
75
歳
以
上
を
迎
え

る
こ
と
で
、
総
人
口
1
億
2
2

5
0
万
人
の
う
ち
、
後
期
高
齢

者
の
人
口
が
2
‘
1
8
0
万
人

に
達
し
ま
す
。

1
9
4
7
～
4
9

年
生
ま
れ
の

「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
を
迎

え
る
こ
と
で
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も

「
2
0
2
5
年
問
題
」
が
起
こ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
期
に
購
入
し
た
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
次
取
得
者
の

方
々
が
、
其
の
侭
住
み
続
け
、

2
0
2
5
年
で
後
期
高
齢
者
が

一
気
に
増
え
る
こ
と
で
、
相
続

や
施
設
へ
の
入
居
な
ど
に
よ
り

空
室
が
増
え
ま
す
。

分
譲
マ
ン

シ

ョ

ン

の

「
世
帯
主
年

齢
60
歳
以
上
」

の
割
合
が
49
．

2

％
ま
で
拡

大
し
ま
し
た
。

20

年

前

（
平
成
11

年

度
）
が
25
．
7
％
、
10
年
前
（
同

20
年
度
）
が
39
．
4
％
だ
っ
た
。

平
成
30
年
度
、
つ
い
に
二
世
帯

に
一
世
帯
（
49
．
2
%
）
が
高
齢

者
世
帯
と
な
っ
た
の
で
す
。

二
年
後
の
2
0
2
5
年
、
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時
に
生
ま

れ
た
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
、

全
員
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以

上
）
に
な
る
。
「
2
0
2
5
年

問
題
」
と
呼
ば
れ
、
高
度
経
済

成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
世
代

が
負
担
か
ら
給

付
の
側
に
回
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
を
取
り
巻
く

環
境
に
も
「
高

齢
化
の
弊
害
」

が
忍
び
寄
っ
て

い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。

い
ま
や
国
内
の
ス
ト
ッ
ク
数

は
約
6
7
5
万
戸
（
2
0
2
0

年
末
時
点
）
に
達
し
、
国
民
の

一
割
超
が
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

居
住
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点

を
考
慮
す
る
と
「
今
さ
ら
、
お

金
を
か
け
て
建
て
替
え
は
面
倒
、

こ
の
ま
ま
「
終
の
棲
家
の
地
と

し
て
静
か
に
暮
ら
し
た
い
」
と

高
齢
の
住
民
が
考
え
る
の
も
無

理
な
い
わ
け
で
、
高
齢
化
は
、

今
後
さ
ら
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。

日
本
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

て
替
え
は
遅
遅
と
し
て
進
ま
ず
、

現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
限

界
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
る
管
理
組

合
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

〇
「
権
利
能
力
な
き
社
団
」
と

し
て
の
、
管
理
組
合
は
、
共
用

部
分
は
無
関
心
で
他
人
事
と
し

て
捉
え
が
ち
で
す
。
共
同
住
宅

事
業
体
と
し
て
時
代
に
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
処
も
多

く
あ
り
ま
す
。

住
民
の
高
齢
化
や
空
室
の
増

加
は
管
理
費
や
修
繕
積
立
金
の

滞
納
、
修
繕
資
金
不
足
と
い
う

事
態
も
招
き
結
果
、
維
持
、
保

全
、
修
繕
が
適
切
に
な
さ
れ
ず
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
ま
ま
な
ら
な
い
管
理
不
全

マ
ン
シ
ョ
ン
に
陥
り
ま
す
。

こ
う
な
る
と
ス
ラ
ム
化
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
治
安
や

環
境
衛
生
が
悪
化
す
れ
ば
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価
値
は
さ
ら

に
下
落
す
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
、
早
め
に

解
決
す
る
方
策
を
見
つ
け
、
早

期
に
対
処
す
べ
く
手
を
打
た
な

い
と
手
遅
れ
に

な
り
ま
す
。

現
状
を
真
摯

に
捉
え
、
そ
の

防
止
策
を
組
合

員
が
一
体
と
な

り
考
え
る
必
要

性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

1

2025年団塊の世代・800万人が75才以上

2025年には約800万人いる団塊の世代が後期高齢者（75歳）となり、国民の4人
に1人が後期高齢者という超高齢化社会を迎えます。
分譲マンションにおいても、今後、居住者・区分所有者の高齢化、バブル期に

建築された区分所有マンションの高経年化による劣化等、今後の課題が大きく待
ち受けています。皆さまはどの様に対処されるでしょうか？

超
高
齢
化
社
会
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
環
境
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今
、
高
齢
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
独
居
老
人
の
「
孤
独
死
」

を
如
何
に
防
ぐ
か
が
、
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇

マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
室
で
、

孤
独
死
が
あ
っ
た
場
合
、
直
ぐ

発
見
さ
れ
れ
ば
、
事
故
物
件
に

な
ら
な
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、

な
か
な
か
、
発
見
さ
れ
ず
長
い

間
放
置
さ
れ
て
い
た
場
合
は

「
事
故
物
件
」
と
看
做
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
明
確
な
人
の
死

に
お
け
る
事
故
物
件
の
定
義
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
国
土
交

通
省
は
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

の
観
点
か
ら
、
2
0
2
1
年
に
、

人
の
死
の
告
知
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
公
示
し
ま
し
た
。

自
殺
や
殺
人
と
い
っ
た
不
自

然
な
死
な
ど
に
つ
い
て
は
告
知

義
務
が
あ
る
と
し
、
病
死
や
老

衰
、
す
ぐ
に
発
見
さ
れ
た
孤
独

死
な
ど
に
つ
い
て
は
告
知
義
務

が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
隣
居
住
者
に
取
っ

て
は
、
憂
鬱
で
不
快
な
気
持
ち

に
な
る
の
は
、
歪
め
ま
せ
ん
。

事
故
物
件
に
な
る
か
ど
う
か

は
、
自
殺
や
他
殺
な
ど
の
不
自

然
な
人
の
死
と
い
っ
た
心
理
的

瑕
疵
（
し
ん
り
て
き
か
し
）
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

で
は
「
孤
独
死
」
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

殺
人
や
火
災
、
自
殺
な
ど
が
死

亡
原
因
の
も
の
を
「
事
故
物
件
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
。
「
専
有
部

分
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

告
知
義
務
が
あ
り
ま
す
。
告
知

義
務
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
告

知
せ
ず
に
売
却
し
た
場
合
「
契

約
不
適
合
責
任
」
が
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
従
来
「
瑕
疵
担
保

責
任
」
と
さ
れ
て
い
た
売
主
責

任
が
、
2
0
2
0
年
4
月
の
民

法
改
正
に
よ
り
撤
廃
さ
れ
て
、

新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
「
発
見
か
ら
○
日
ま

で
な
ら
告
知
義
務
は
不
要
」
と

い
う
明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。
に
お
い
や
汚
れ
が
染
み
付

い
て
い
た
り
、
警
察
や
救
急
車

が
き
て
近
所
に
「
孤
独
死
」
の

事
実
が
知
れ
て
い
る
場
合
は
、

告
知
義
務
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
住

居
は
区
分
所
有
（
※
）
で
す
が
、

一
つ
の
住
戸
が
、
「
事
故
物
件
」

と
な
っ
た
場
合
、
建
物
と
し
て

は
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

他
の
住
戸
の
部
屋
の
居
住
者
に

も
影
響
が
及
び
ひ
い
て
は
当
該

マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
資
産
価
値

が
問
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
な
事
に
繫
が
る
背
景

は
居
住
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
欠
如
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
管
理
組
合
自
身
が
も
っ
と

感
心
を
持
ち
、
相
互
に
協
力
し

合
え
る
環
境
を
築
き
、
高
齢
独

居
老
人
の
把
握
に
努
め
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。

※
「
区
分
所
有
」
と
は
、
建
物

が
独
立
し
た
各
部
分
（
住
戸
等
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
、

そ
の
建
物
の
独
立
し
た
各
部
分

を
所
有
す
る
こ
と
で
す
。

2

高
経
年
・
高
齢
化
マ
ン
シ
ョ

ン
の
切
実
な
問
題
点

心
理
的
瑕
疵
「
事
故
物
件
」

第138号 2023年4月 発行

出典：国土交通省（別紙１）ガイドラインの概要より抜粋



〇

４
か
月
前
に
死
亡
し
た
元
所

有
者
が
腐
乱
遺
体
で
発
見
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
競
落
に
よ
る

売
却
許
可
決
定
が
取
り
消
さ
れ

た
ケ
ー
ス
。

「
死
因
は
不
明
な
も
の
の
、
異

臭
が
部
屋
内
に
染
み
付
き
、
遺

体
が
長
期
に
放
置
さ
れ
た
事
実

が
周
辺
住
民
に
広
く
知
れ
渡
っ

た
こ
と
は
、
物
理
的
損
傷
と
と

も
に
、
民
事
執
行
法
第
7
5
条

1
項
の
損
傷
に
該
当
す
る
。
」

と
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
22
年
1
月
29
日
名
古
屋

高
裁
）

〇
死
亡
後
4
日
の
発
見
が
「
自

然
死
」
と
判
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス

住
戸
専
有
部
分
の
建
物
内
で

病
死
4
日
後
に
発
見
。
賃
貸
人

は
建
物
の
価
値
下
落
を
負
っ
た

と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
し
た

が
、
賃
借
人
の
債
務
不
履
行
な

ど
は
認
め
ら
れ
ず
損
害
賠
償
請

求
を
棄
却
。

・
老
衰
や
病
気
等
に
よ
る
自
然

死
は
、
当
然
に
予
想
さ
れ
る
。

・
「
死
後
4
日
の
発
見
は
債
務

不
履
行
や
不
法
行
為
責
任
に
該

当
し
な
い
た
め
、
賃
借
人
に
責

任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

こ
の
様
に
、
独
居
老
人
の

「
孤
独
死
」
は
早
期
に
発
見
す

る
事
で
事
故
死
扱
い
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
ま
す
。

○

50
歳
時
の
未
婚
割
合
を
み

る
と
、
1
9
7
0
（
昭
和
45
）

年
は
、
男
性
1.7
％
、
女
性
3.3
％

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
男
性
は
一
貫
し
て
上

昇
す
る
一
方
、
女
性
は
1
9
9

0
（
平
成
2
年
）
ま
で
横
ば
い

で
あ
っ
た
が
、
以
降
上
昇
を
続

け
、
前
回
調
査
（
2
0
1
0
年

国
勢
調
査
）
で
は
男
性
20
・
1

％
、
女
性
10
・
6
％
、
2
0
1

5
（
平
均
45
～
49
歳
の
未
婚
率

と
50
～
54
歳
の
未
婚
率
の
平
均
。

50
歳
時
の
未
婚
割
合
は
生
涯
未

婚
率
と
も
呼
ば
れ
る
。

○

前
回
調
査
（
2
0
1
0
年

国
勢
調
査
）
の
結
果
に
基
づ
い

て
出
さ
れ
た
推
計
は
、
こ
れ
ま

で
の
未
婚
化
、
晩
婚
化
の
流
れ

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
今
後
も

50
歳
時
の
未
婚
割
合
の
上
昇
が

続
く
こ
と
を
予
測
し
て
る
。

（
第1

-
1
-
5

図
）
50
歳
時
の
未

婚
割
合
の
推
移
と
将
来
推
移
。

こ
の
様
に
、
日
本
の
婚
姻
率
も

減
少
傾
向
を
辿
り
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
に
居
住
す
る
、
独
身
人

口
も
こ
れ
に
比
例
し
て
、
増
加

し
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

孤
独
死
も
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

〇

高
齢
に
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
人
が
認
知
症
を
発
症
し
、

（
１
）
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
使
い
方

（
２
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
判
別

（
３
）
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
の
徘
徊

（
４
）
ガ
ス
コ
ン
ロ
火
の
不
始
末

（
５
）
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
守

れ
な
い
、
な
ど
が
症
状
の
た
め
に

ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
は
妄
想
や
幻
覚
の
症
状

も
あ
り
、
「
管
理
人
や
隣
人
が

勝
手
に
家
に
入
っ
て
き
た
」

「
隣
家
か
ら
の
音
が
う
る
さ
い
」

な
ど
、
実
際
に
は
何
も
起
き
て

い
な
い
の
に
苦
情
を
言
っ
た
り
、

騒
ぎ
立
て
た
り
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
認
知
症
の

人
（
も
し
く
は
認
知
症
と
疑
わ

れ
る
人
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
場
合
、
連
絡
体
制
を
マ

ン
シ
ョ
ン
住
人
で
共
有
を
し
て

い
た
な
ら
、
事
故
等
を
防
ぐ
手

段
と
な
る
で
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
に
は
医
療
や
福

祉
、
介
護
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
た
め

の
相
談
窓
口
と
な
る
の
が
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
役

所
の
福
祉
課
や
民
生
委
員
に
も

相
談
が
可
能
で
す
。
こ
う
し
た

相
談
先
の
多
く
は
電
話
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
地
元
自
治
体
の

H
P
や
公
報
な
ど
で
連
絡
先
を

調
べ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
徘
徊
な
ど
頻
繁
に
行

わ
れ
る
場
合
、
居
住
者
家
族
に
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
と
相
談
し
、

費
用
は
、
か
か
り
ま
す
が
「
安

全
・
安
心
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」

等
の
契
約
も
考
え
た
方
が
賢
明

で
す
。

3

判
例
で
み
る
自
然
死
の
告
知

義
務
の
有
無

未
婚
率
の
増
加
も
、
将
来
的

な
孤
独
死
の
懸
念
要
因

出典：総務省Webサイトより
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管
理
組
合
と
し
て
は
、
今
後
の

対
応
と
し
て
、
何
階
の
何
号
室
に

要
援
護
者
が
居
住
し
て
い
る
か
、

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
に
適
用

さ
れ
る
個
人
情
報
保
護
法
と
管
理

組
合
で
作
成
す
る
名
簿
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
細
則
モ
デ
ル
」
を
ベ
ー

ス
に
、
作
成
し
て
み
ま
し
た
。

〇

要
援
護
者
名
簿
の
取
扱
い
に
関

す
る
細
則

第
１
条

こ
の
細
則
は
、
〇
〇
〇

管
理
規
約(

以
下"

規
約
」
と
い

う
。)

に
定
め
る
管
理
組
合

の
業
務
の
遂
行
の
た
め
、
規
約

第
〇
〇
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

要
援
護
者
名
簿
の
作
成
、
利
用
、

保
管
等
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
２
条

こ
の
細
則
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

二

要
援
護
者

マ
ン
シ
ョ
ン
に

居
住
す
る
者(

以
下
「
居
住
者
」

と
い
う
。)

の
う
ち
災
害
時
等
の

緊
急
時
に
援
護
が
必
要
な
者
を
い

う
。

（
1
）
高
齢
者
・
寝
た
き
り
・
認
知

症

（
2
）
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・

自
閉
症
・
発
達
障
害

（
3
）
特
別
な
医
療
を
必
要
と
す
る

在
宅
療
養
者

（
4
）
乳
幼
児
・
妊
産
婦
・
日
本
語

に
不
慣
れ
な
在
住
外
国
人

三

本
人

要
援
護
者
名
簿
に
お
い

識
別
さ
れ
る
特
定
個
人
を
い
う
。

第
３
条

要
援
護
者
名
簿
は
、
次
の

目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
も
の
と

す
る
。

一

要
援
護
者
の
事
前
把
握

二

防
災
計
画
の
立
案
並
び
に
災
害

時
の
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
及

び
救
護

三

そ
の
他
居
住
者
の
生
命
、
身
体

又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必

要
が
あ
る
場
合

第
４
条

要
援
護
者
名
簿
に
掲
載
す

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

部
屋
番
号

二

要
援
護
者
の
氏
名
、
年
齢
及
び

性
別

三

援
護
が
必
要
な
状
況

四

連
絡
先(

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
等)

五

家
族
の
氏
名
及
び
連
絡
先

第
５
条

区
分
所
有
者
又
は
占
有
者

は
、
居
住
者
の
中
に
要
援
護
者
が

生
じ
た
と
き(

入
居
時
に
お
い
て

居
住
者
の
中
に
要
援
護
者
が
あ
る

と
き
を
含
む
。)

は
、
管
理
組
合

に
対
し
て
、
別
記
様
式
に
よ
る
書

面
に
よ
り
、
要
援
護
者
の
届
出
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条

理
事
長
は
、
前
条
に
基
づ

い
て
届
け
出
ら
れ
た
書
面
に
基
づ

き
要
援
護
者
名
簿
を
作
成
し
、
及

び
こ
れ
を
更
新
す
る
も
の
と
す
る
。

二

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

理
事
長
は
、
定
期
的
に
区
分
所
有

者
又
は
占
有
者
に
要
援
護
者
の
状

況
の
報
告
を
求
め
、
1
年
に
1

回
以
上
は
要
援
護
者
名
簿
を
更
新

す
る
こ
と
。

第
７
条

要
援
護
者
名
簿
の
取
扱
い

に
関
す
る
責
任
者
は
理
事
長
と
し
、

理
事
長
は
、
理
事
の
う
ち
か
ら
補

助
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

二

要
援
護
者
名
簿
の
利
用
に
は
、

理
事
長
及
び
そ
の
許
可
を
受
け
た

者
が
当
た
る
も
の
と
す
る
。

三

理
事
長
は
要
援
護
者
名
簿
を
利

用
す
る
者
に
対
し
て
、
名
簿
の
安

全
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要

か
つ

適
切
な
監
督
を
行
う
も
の

と
す
る
。

四

要
援
護
者
名
簿
及
び
そ
の
作
成

又
は
更
新
に
用
い
た
書
類
は
、
管

理
事
務
室
の
書
庫
に
施
錠
の
上
厳

重
に
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
利
用
の
目
的
の
た
め
に
必

要
と
判
断
さ
れ
る
一
部
の
事
項
を

掲
載
し
た
要
援
護
者
名
簿
に
つ
い

て
は
、
理
事
会
が
別
に
保
管
の
方

法
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

五

要
援
護
者
名
簿
及
び
そ
の
作
成

又
は
更
新
に
用
い
た
フ
ァ
イ
ル
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
専

用
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
っ
て
、
パ
ス

ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
管
理
す
る
も

の
と
す
る
。

六

不
要
に
な
っ
た
要
援
護
者
名
簿

及
び
そ
の
作
成
又
は
更
新
に
用
い

た
書
類
等
は
、
焼
却
、
粉
砕
等
の

確
実
な
方
法
に
よ
っ
て
廃
棄
す
る

も
の
と
す
る
。

第
８
条

管
理
組
合
は
、
次
に
掲
げ

る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
の
同
意
を
得
な
い
で
第
3
条

の
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範

囲
を
超
え
て
要
援
護
者
名
簿
を
取

り
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

法
令
に
基
づ
く
場
合

二

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の

保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合

で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
。

三

公
衆
衛
生
の
向
上
又
は
児
童
の

健
全
な
育
成
の
推
進
の
た
め
に
特

に
必
要
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、

本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
き
。

四

国
の
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共

団
体
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
た
者

が
法
令
の
定
め
る
事
務
を
遂
行
す

る
こ
と
に
対
し
て
協
力
す
る
必
要

が
あ
る
場
合

第
9
条

管
理
組
合
は
第
8
条
に

よ
る
要
援
護
者
名
簿
又
は
、
こ
れ

に
掲
載
さ
れ
た
情
報
を
第
三
者

(
第
11
条
の
委
託
を
し
た
場
合
に
、

そ
の
委
託
を
受
け
た
者
を
除
く
。)

に
提
供
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
10
条

管
理
組
合
は
、
要
援
護
者

名
簿
の
内
容
を
第
三
者
に
提
供
し

た
と
き
は
、
提
供
年
月
日
や
提
供

を
受
け
た
第
三
者
の
氏
名
又
は
名

称
、
本
人
の
同
意
を
得
て
い
る
旨

に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ

を
3
年
間
保
存
す
る
。

第
11
条

管
理
組
合
は
、
第
3
条
の

利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲

内
に
お
い
て
、
要
援
護
者
名
簿
の

取
扱
い
の
全
部
又
は
一
部
を
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
業
者
等
、
第
三
者
に

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

管
理
組
合
は
、
前
項
の
委
託
を

行
う
に
当
た
り
、
委
託
先
に
お
い

て
こ
の
細
則
に
基
づ
き
委
託
者
自

ら
が
果
た
す
べ
き
措
置
と
同
等
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
委
託

を
受
け
た
者
に
対
し
必
要
か
つ
適

切
な
監
督
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
12
条

要
援
護
者
名
簿
取
扱
い

の
業
務
に
当
た
る
者
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ

に
よ
っ
て
知
り
得
た
要
援
護
者
に

関
す
る
情
報
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
業
務
に
当
た
る
者
で

な
く
な
っ
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

第
13
条

こ
の
細
則
に
定
め
の
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
規
約
又
は
他

の
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

以
上

尚
、
「
当
細
則
を
作
成
、
制
定
に

つ
き
、
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
当
会
に
、
ご
相
談
下
さ
い
。

4

「
要
援
護
者
細
則
」
の
制
定

第138号 2023年4月 発行



〇
建
物
の
大
規
模
修
繕
工
事
は

前
提
と
し
て
、
長
期
修
繕
計
画

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
工
事

で
す
。

大
規
模
修
繕
工
事
を
発
注
す

る
場
合
、
管
理
組
合
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
大
規
模
修
繕
工
事
に
精
通
し

た
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る
発

注
方
式
と
し
て
は
大
き
く
二
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
設
計
監
理
方
式

①
設
計
監
理
方
式
は
、
工
事

を
行
う
施
工
会
社
と
は
別
に
第

三
者
で
あ
る
建
築
士
事
務
所
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
起

用
し
、
専
門
家
に
調
査
診
断
や

改
修
設
計
な
ど
の
大
規
模
修
繕

工
事
の
計
画
策
定
や
修
繕
工
事

仕
様
書
の
作
成
及
び
、
工
事
着

工
後
の
工
事
監
理
業
務
を
委
託

す
る
方
式
で
す
。
管
理
組
合
と

同
じ
立
場
に
立
ち
、
施
工
会
社

の
仕
事
を
専
門
家
と
し
て
確
認

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
設
計

を
行
い
ま
す
。

②
管
理
組
合
が
必
要
と
す
る

改
修
工
事
の
仕
様
書
を
工
事
会

社
選
定
前
に
作
成
出
来
る
た
め

工
事
会
社
を
選
定
す
る
際
の
判

断
基
準
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

〇
責
任
施
工
方
式

①
責
任
施
工
方
式
は
、
工
事

を
行
う
施
工
会
社
へ
調
査
や
改

修
設
計
、
工
事
ま
で
を
一
括
し

て
発
注
す
る
方
式
で
す
。

社
内
に
一
級
建
築
士
な
ど
の

専
門
家
が
い
る
た
め
、
現
場
サ

イ
ド
と
は
別
に
社
内
検
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
。

管
理
会
社
が
大
規
模
修
繕
工

事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
「
責

任
施
工
方
式
」
に
該
当
す
る
と

の
考
え
で
良
い
で
し
ょ
う
。

②
こ
の
方
式
は
競
争
原
理
が

働
か
な
い
の
で
、
費
用
が
割
高

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

他
社
を
検
討
す
る
こ
と
な
く

「
普
段
お
付
き
合
い
の
あ
る
管

理
会
社
だ
か
ら…

」
と
管
理
会

社
に
工
事
を
発
注
す
る
ケ
ー
ス

だ
と
、
管
理
会
社
か
ら
す
れ
ば

見
積
も
り
を
比
較
さ
れ
る
心
配

も
な
い
た
め
、
競
争
原
理
が
働

か
な
く
な
り
ま
す
。
結
果
と
し

て
、
費
用
が
割
高
に
な
る
可
能

性
は
高
い
で
し
ょ
う
。

〇

多
く
の
管
理
組
合
は
、
理

事
が
輪
番
制
で
毎
年
交
代
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
選
定
に
当
た

り
、
管
理
業
者
へ
お
任
せ
と
言

う
事
に
な
が
ち
で
す
。

理
事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

専
門
委
員
会
を
設
立
し
、
工
事

経
過
に
直
面
し
、
修
繕
の
あ
り

方
に
も
理
事
会
に
提
言
で
き
る

様
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形

成
の
場
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇

予
算
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
専
門
家
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
十
分
に

検
討
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
工
事
を
実
施
す
る
前
に
、

現
在
の
建
物
経
年
劣
化
状
況
を

か
ら
要
・
不
要
な
工
事
を
把
握

し
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

建
物
診
断
を
行
う
こ
と
で
長

期
修
繕
計
画
と
の
ズ
レ
を
把
握

で
き
、
大
規
模
修
繕
の
実
施
時

期
の
検
討
や
予
算
の
計
画
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5

マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修

繕
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

修
繕
委
員
会
の
設
立
、
運
用
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ダ
イ
ア
パ
レ
ス
伊
勢
崎
第
Ⅱ

は
、
東
武
伊
勢
崎
線
「
新
伊
勢

崎
駅
か
ら
」
徒
歩
12
分
の
位
置

に
あ
り
、
群
馬
県
内
に
は
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
談
機
関

も
少
な
い
た
め
に
、
理
事
長
が
、

当
会
と
関
連
性
が
あ
る
た
め
に

入
会
さ
れ
ま
し
た
。

〇

冬
は
上
州
名
物
の
「
空
っ

風
」
が
吹
き
荒
れ
る
寒
い
季
節
、

体
を
暖
め
る

名

物

は

、

「
お
っ
き
り

こ
み
」
が
有

名
で
す
。

麺
棒
に
、

小
麦
を
こ
ね

て
伸
ば
し
て
で
き
た
生
地
を
ま

き
、
そ
の
ま
ま
包
丁
で
切
り
込

み
を
入
れ
、
切
っ
て
は
鍋
に
入

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
前
の
由
来

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
味
噌
饅
頭

江
戸
時
代

末
期
に
、
前

橋
の
原
嶋
類

蔵
と
呼
ば
れ

る
人
物
が
作
っ

た
「
味
噌
づ

け
ま
ん
じ
ゅ
う
」
が
発
祥
と
さ

れ
て
い
る
。

焼
い
た
酒
饅
頭

に
、
甘
み
そ
黒
蜜
を
塗
り
、
串

に
さ
し
、
こ
ん
が
り
と
焼
き
上

げ
た
風
味
と
味
覚
が
あ
る
人
気

の
郷
土
料
理
と
な
り
ま
し
た
。

〇

時
速
1
5
0
km
で
駆
け
抜
け

る
迫
力
満
点
の
公
営
競
技
「
伊

勢
崎
オ
ー
ト

レ
ー
ス
」
は
、

東
京
都
競
馬

(

株)
が
所
有

し
て
お
り
、

伊
勢
崎
市
が

施
設
を
賃
借

し
運
営
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
グ
リ
ッ

ド
ガ
ー
ル
ズ

も
レ
ー
ス
を

盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

〇
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地

公
園
と
遊
園
地
を
兼
ね
た
総
合

公
園
で
春
は
、
桜
の
開
花
で
有

名
で
す
。

園
内
に
は
大

観
覧
車
も
あ

り
、
市
内
を

一
望
出
来
ま

す
。

8

我
が
街
紹
介

群
馬
県
伊
勢
崎
市

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
：

令
和
5
年
5
月
13
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
30

場
所
：

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
室
A

（
越
谷
駅
東
口
駅
前
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
5
階
）

定
員
：
10
名

講
演
内
容

：
「
大
規
模
修
繕
工
事
計
画
」
の
要
領

受
講
費
用

：

無
料

申
込
先

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
問
い
合
わ
せ
」
欄
に
「
セ
ミ
ナ
ー

受
講
希
望
」
と
送
信
若
し
く
は
0
4
8-

8
8
7-

9
9
2
1
迄

【施設概要】
住所：伊勢崎市下植木町

構造：SRC造（鉄骨鉄筋

コンクリート造）

竣工：1991年12月

規模：地上10階建て

総戸数62戸
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